
日本庭園学会
オンラインセミナー 2026 春

※参加登録制について：開催期間内であればいつでも登録可能。一度の参加登録で全ての回を聴講可能。
Form 利用できない方は、①お名前 ②ご所属 ③ メールアドレス ④会員 / 非会員 を記載の上、日本庭園学会オンラインセミナー事務局まで。
※事前登録者のうち、学会員限定で後日に見逃し配信を実施（半年程度）。この機会に学会入会のご検討をお願いいたします。
問い合わせ先：日本庭園学会オンラインセミナー担当（teienzoom@gmail.com） 

04.20 - 06.01 
2026  1 8 : 0 0 - 1 9 : 3 0  

E v e r y  M o n d a y  

庭と園に学ぶ
参加費無料

定員 300 名
※参加登録制

（会員外も参加可）

～ 日 本 庭 園 学 会 と 連 携 協 力 団 体 の 活 動 ～  

04.27 　日本庭園協会の活動と清澄庭園

　北米日本庭園協会 NAJGA の創設と活動

　ヨーロッパ日本庭園協会
　　　　　　EuroJGA の創設と活動

　韓国庭園デザイン学会の創設と活動

　日本遺跡学会の創設と活動

05.09-10　★日本庭園学会 全国大会　　（東京・清澄庭園大正記念館）

　日本庭園学会では、春秋 2 回の研究大会に合わせて、その前に日本庭園学会オンラインセミナーを開催テーマに
関連した主旨にて実施しています。日本庭園学会オンラインセミナー 2025 秋では、話題の著作物をメインにすえ
好評を得ました。同じテーマでのセミナー（近年の著作と著者）は 2026 秋に企画中です。
さて、次回セミナー初回が通算第 60 回目になります。このセミナーが学会創設 30 周年記念事業として 2021 年
11 月に始まり、「庭と園に学ぶ～日本庭園・学のこれまでとこれから」（全 30 回）として開催して早 5 年。これま
でを総括する時期でありますし、開催主体の日本庭園学会の今は？？　という問いも寄せられます。
　そこで、この春のセミナー企画は日本庭園学会と、その連携協力団体の活動紹介をすることとしました。そのこ
とにより、参加のみなさんとこれからの、庭と庭をとりまく人々との関係、そうした人々が集う集まり（学協会）
の在り方を共に考えよう、という企画です。日本庭園に関わる学協会の今とこれから、そしてその広がりを知るこ
とのできる、いい機会です。多くの方の参加を期待しています。

05.11

05.18

Designed by KOYATAKU˜ 

04.20 佐々木 邦博 氏
[ 日本庭園学会長・信州大学名誉教授 ]

細野　達哉 氏
[（一社）日本庭園協会評議員・
（株）バイオカルチュラル・デザイン 代表 ]

　日本庭園学会の創設と活動

助成：公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会

参加登録 

https://x.gd/YojRT

05.25

06.01

別途申込が必要
庭園学会HP・庭園学会ニュースNO.123 を参照

中西　玲人 氏
[NAJGA 理事・
  ポートランド日本庭園共同CEO]

水眞　洋子 氏
[ ヨーロッパ日本庭園協会理事 EuroJGA・
  ペイザジスト ]

Hyukjae LEE 氏
[ 韓国庭園デザイン学会長・東國大学教授 ]

杉本　宏 氏
[ 日本遺跡学会副会長・日本庭園学会副会長・      
 京都芸術大学日本庭園・歴史遺産研究センター
日本庭園研究部門長 ]



４月２０日（月）　「日本庭園学会の創設と活動」佐々木 邦博
　1992 年に設立された日本庭園学会は、「日本庭園および関連する研究の連携と促進を図り、その発展と社会的啓

蒙に貢献すること」を目的とする。日本庭園に関連した、造園学、考古学、建築史学、美学、歴史学などの研究者や、

日本庭園に関連した業務担当者、日本庭園管理者、愛好家、学生などからなる。本学会の活動の特徴を紹介する。

５月１１日（月）　「北米日本庭園協会 NAJGA の創設と活動」中西 玲人
　NAJGA（North American Japanese Garden Association）は、2011 年 9 月に発足した。2012 年から
2025 年までに隔年で 6 回の国際大会を開催してきた。この他にも国内大会、北米各地でのワークショップ、見学会、

講演会など様々に活動している。機関誌『NAJGA Journal』は通巻第 12 号になる。NAJGA の会員、活動そして北

米の日本庭園について紹介する。
5 月 18 日（月）　「ヨーロッパ日本庭園協会 EuroJGA の創設と活動」水眞 洋子
　ヨーロッパ日本庭園協会 （European Japanese Garden Association、 EuroJGA）は、2022 年 6 月に発足した。

イギリス日本庭園協会、フランス日本庭園協会、デンマーク日本庭園協会、ドイツ、スペイン、ベルギー、イタリア

等の日本庭園関係者が会員で、日本からの支援も受け協会は運営されている。2026年1月の運営スタッフ更新を含め、

会員、活動の特徴を紹介する。

5 月 25 日（月）　「韓国庭園デザイン学会の創設と活動」Hyukjae LEE
　2014 年 10 月に設立。「造園学の根幹を成す『庭園』に関するあらゆる学際的・融合的研究および多様で創造的なデザ

インを通じて、庭園の社会的効用を大衆化・生活化・時代化・国際化し、未来志向の庭園文化の創出と発展に寄与すると

ともに、造園分野に対する社会的要請に能動的に進化していくこと」を目的とする。機関誌「韓国庭園デザイン学会誌」

は年 5回刊行し 2025 年第 11 巻を数える。

6 月 1 日（月）　「日本遺跡学会の創設と活動」杉本　宏
　2003 年 2 月に設立された日本遺跡学会は、「遺跡のあり方についてさまざまな分野から総合的に研究することを
目的」としている。会員は、考古学、歴史学、造園学、建築学等、分野を超えた学際的な特色をもち、行政の文化財

専門職員も多い。本学会活動の特徴について、遺跡をめぐる「庭園考古学」の視点を含めて紹介する。

４月２７日（月）　「日本庭園協会の活動と清澄庭園」細野 達哉

　1918 年庭園協会として創立され、1924 年日本庭園協会に改称された。「庭園、公園、園芸及び風致に関する研

究と技術並びにこれに関する趣味の普及、及び発達を図ること」を目的とする。2018 年に創立 100 周年を迎えた

本協会の活動を紹介する。また、2024 年 3 月に発刊した『清澄庭園の魅力をさぐる～近代庭園の原点』にもふれる。

【日本庭園学会からのお知らせ】
　2026 年 5 月 9-10 日　日本庭園学会全国大会（東京・清澄庭園大正記念館）
　テーマは「文化財庭園の植栽管理～景色を整える～」。
　５月 9 日（土）: 公開講演会、総会、学会賞授賞式、 研究発表会、情報交換会　５月 10 日（日）：現地検討会
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